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A3 用紙 10 枚にわたるアンケート調査を実施したが、
2015 年調査では回答者の負担軽減のため、子世帯の
みを対象に通い（世帯主世帯へ来る）について訪ね、













2012 年 3 月三遠南信自動車道が浜松いなさＩＣから
鳳来峡ＩＣまで開通したことにより、約 1 時間 30 分
に短縮された。また、長野県飯田市からも同様に約 1
時間 30 分の距離である。 
人口(1)は、1955 年には 4,521 人（旧富山村含まず）
であったが、2015 年には人口 1,136 人（2010 年時：
旧豊根村 1,169 人、旧富山村 140 人）、高齢化率 45.8％
の山村である。2005 年には離島以外の市町村で最も































2016 年 1 ⽉ 23 ⽇
各世帯の住まい・通いの状況













（通 い あ り）































































  1,136 ⼈
   490 世帯

















富山村に 1 校ずつ存在したが、2005 年に下黒川地区
にある豊根村小学校に統合された。 






 (3) 2002 年調査の結果概要 
2002 年調査では外世帯の居住地は豊橋市周辺、豊
根村村内、次いで豊田市や名古屋市などに多いこと、


































































（早稲田大学・都市地域研究所 2002 より引用） 
 
図 6.訪問頻度と行為の傾向 



























全員に比べ月 1 回以上来る割合が 1 割程度、年 4～10
回程度（月 1 回未満）来る割合が 3 割程度高くなって









ている。平均年齢は 38.7 歳（2002 年調査）から、43.1




よそ 1 時間 30 分から 3 時間の範囲におおよそ 7 割の
世帯が入っているが、2002 年調査では 2 時間から 2
時間 30 分が 3 割と最大だが、2015 年調査では 1 時間










































































































































































































































用率は 30-50%で約 4 割であり、一世帯あたりの人数

























5. A 地区各世帯の住まい・通いの状況 
(1) A 地区の住まい・通いの状況 
豊根村6地区から事例として抽出したA地区の住ま
い・通いの状況についてインタビュー調査により明ら
かにした。B から F までの 5 集落のうち、120 軒の現
存家屋があり、現在居住しているのは 75 軒、空き家






























































































図 18.農地と山林の面積 図 19.農地と山林の使用率 
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  (2) B 集落の住まい・通いの状況 
空き家への通いが多い B 集落について、さらに詳し
い状況を聞いた。 













ができる。具体的には、局面 2 では親の通い、局面 3
では子の通いがある際の通いに関する移動支援や転
出した外世帯が農山村に通った際の地域社会との関

























・最も頻度高く来る子どもの時間距離は 1 時間 30 分













B 27 19 5 19% 3 11% 5 19%
C 38 25 11 29% 2 5% 12 32%
D 20 7 11 55% 2 10% 8 40%
E 29 21 8 28% 0 0% 11 38%
F 6 4 2 33% 0 0% 1 17%

















表 2.A 地区の住まい・通いの状況 

















































































き家率は 31%、通いの割合は 7%であった。 
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